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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
飲
料
水

確
保
に
向
け
た
自
助
・
共
助
に
関

す
る
取
組
の
現
状
及
び
課
題
を
示

し
て
い
く
。

２
�

自
助
に
よ
る
飲
料
水
備
蓄

❶
高
ま
る
備
蓄
の
必
要
性

　

自
助
は
防
災
の
基
本
と
い
う
よ

う
に
、
災
害
時
に
は
ま
ず
自
分
を

守
る
こ
と
で
、
初
め
て
周
囲
を
助

け
る
共
助
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
災
害
に

備
え
、
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
、

最
低
３
日
分
で
９
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
飲
料
水
備
蓄
を
啓
発
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
成
人
１
人
が
１
日

約
２
．
５
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
を
体

外
に
排
出
す
る
と
い
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
若
干
の
余
裕
を
加
え
、
１

日
に
必
要
な
飲
料
水
の
目
安
を
３

リ
ッ
ト
ル
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
共
助
・
公
助
に
よ

る
応
急
給
水
体
制
を
整
備
し
て
い

る
が
、
実
際
に
給
水
が
始
ま
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
応
急
給
水
の
際
は
、

長
時
間
順
番
を
待
つ
こ
と
（
写
真

１
）
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
上
、
重

量
の
あ
る
水
を
自
宅
ま
で
運
ば
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
大
な
労
力
が

必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
自
助
に
よ
る
飲
料
水
の
備
蓄

が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

　

特
に
、
こ
う
し
た
労
力
を
要
す

る
点
か
ら
、
支
援
の
必
要
な
高
齢

者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
は
、

日
頃
か
ら
の
飲
料
水
備
蓄
が
極
め

て
重
要
と
な
る
。

　

本
市
で
は
、
今
後
65
歳
以
上
の

人
口
が
増
加
し
、
平
成
47
年
に
は

全
体
の
30
・
４
％
に
達
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
自
助
に
よ
る
飲
料
水

備
蓄
の
必
要
性
が
年
々
増
し
て
い

く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
飲
料
水
備
蓄
を
し
て

い
な
い
市
民
の
割
合
は
、
３
年
連

続
で
増
加
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
は
17
・
９
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る

（
図
１
）。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
５
年
以
上
が
経
過
し
、

以
前
に
購
入
し
た
も
の
が
期
限
切

れ
に
な
っ
た
が
新
規
購
入
し
て
い

な
い
な
ど
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

❷
飲
料
水
備
蓄
の
啓
発

　

飲
料
水
備
蓄
の
啓
発
は
、
自
治

会
町
内
会
等
と
連
携
し
た
応
急
給

水
訓
練
や
、
水
道
料
金
を
お
客
様

に
お
知
ら
せ
す
る
検
針
票
を
は
じ

め
様
々
な
場
面
を
通
じ
て
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
飲
料
水
備
蓄

を
促
進
す
る
た
め
、
備
蓄
飲
料
水

「
横
浜
水
缶
」を
販
売
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
３
日
分
以
上
の
飲
料
水

備
蓄
が
で
き
る
よ
う
１
箱
12
リ
ッ

ト
ル
入
り
（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
缶
24
本
入
り
、１
８
０
０
円（
税

込
））
で
７
年
保
存
が
可
能
な
も

の
で
あ
る
。
平
成
28
年
１
月
か
ら

は
、
配
達
を
委
託
化
し
、
土
日
祝

日
・
夜
間
（
午
後
９
時
ま
で
）
に

も
配
達
で
き
る
よ
う
利
便
性
を
向

上
さ
せ
、
一
層
の
備
蓄
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
飲
料
水
備
蓄

の
必
要
性
は
高
ま
る
一
方
、
飲
料
水

を
備
蓄
し
て
い
な
い
市
民
の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
啓
発
を
一
層

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

３

�

共
助
に
よ
る
応
急
給
水

❶
災
害
時
給
水
所
の
開
設

　

本
市
で
は
、
大
規
模
地
震
等
で

の
断
水
に
備
え
、
配
水
池
、
災
害

用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
以
下
「
地

1

��

は
じ
め
に

　

水
道
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
水
道

事
業
体
は
常
に
安
全
で
良
質
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
19
都
道
県
で
最
大
約
２
５
７

万
戸
、
平
成
28
年
４
月
14
日
及
び

16
日
に
そ
れ
ぞ
れ
震
度
７
を
記
録

し
た
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、

７
県
で
最
大
約
45
万
戸
も
の
断
水

が
発
生
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
で
も
横
浜
市
防
災

計
画
に
お
い
て
、
市
内
に
最
も
影

響
が
あ
る
地
震
（
元
禄
型
関
東
地

震
（
市
内
の
最
大
震
度
７
を
想

定
））
に
よ
り
、
市
内
の
約
25
％

に
当
た
る
約
40
万
戸
の
断
水
を
想

定
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、「
公

助
」
と
し
て
水
道
管
等
の
耐
震
化

な
ど
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
飲

料
水
の
備
蓄
な
ど
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
日
頃
か
ら
備
え
を
す
る

「
自
助
」、
応
急
給
水
に
向
け
近
隣

住
民
で
協
力
し
合
う
「
共
助
」
の

取
組
を
進
め
て
い
る
。
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図１　飲料水備蓄についてのヨコハマｅア
　　　ンケート結果
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下
タ
ン
ク
」
と
い
う
。）、
緊
急
給

水
栓
を
併
せ
、
市
内
の
ど
こ
か
ら

で
も
概
ね
５
０
０
ｍ�

以
内
に
水

が
確
保
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
及
び

給
水
車
に
よ
る
応
急
給
水
を
行
う

場
所
を
「
災
害
時
給
水
所
」
と
し

て
い
る
（
図
２
）。

　

災
害
時
給
水
所
の
う
ち
、
配
水

池
は
発
災
初
期
に
、
緊
急
給
水
栓

は
断
水
状
況
に
応
じ
て
発
災
後
概

ね
４
日
目
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
水
道

局
職
員
が
開
設
す
る
。
一
方
、
地

下
タ
ン
ク
は
、
発
災
直
後
か
ら
近

隣
地
域
の
住
民
が
共
助
に
よ
り
開

設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
よ
り
迅
速
に
応
急
給
水

活
動
を
行
え
る
よ
う
、
横
浜
市
と

横
浜
市
管
工
事
協
同
組
合
（
以
下

「
管
工
事
組
合
」
と
い
う
。）
と
の

協
定
を
平
成
29
年
１
月
に
改
定

し
、
管
工
事
組
合
が
住
民
に
よ
る

地
下
タ
ン
ク
開
設
を
補
助
す
る
と

と
も
に
、
緊
急
給
水
栓
に
つ
い
て
は

水
道
局
職
員
と
と
も
に
管
工
事
組

合
も
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

❷
共
助
に
よ
る
応
急
給
水
に
向
け

た
支
援

　

地
下
タ
ン
ク
は
、
普
段
は
常
に

新
鮮
な
水
が
流
れ
て
お
り
、
断
水

す
る
と
閉
止
弁
が
作
動
し
、
タ
ン

ク
内
に
新
鮮
な
水
が
確
保
さ
れ
る
。

応
急
給
水
の
際
は
、
こ
こ
に
近
隣

住
民
が
仮
設
の
蛇
口
を
設
置
す
る

な
ど
し
、
給
水
を
行
う
。

　

こ
の
た
め
、
開
設
に
は
地
下
タ
ン

ク
の
具
体
的
な
場
所
や
資
機
材
の

保
管
場
所
・
操
作
方
法
と
いっ
た
具

体
的
な
作
業
に
つ
い
て
、
一
定
の
知

識
や
経
験
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
毎
年
災

害
時
給
水
所
に
お
い
て
自
治
会
町

内
会
を
中
心
に
、
近
隣
住
民
と
応

急
給
水
訓
練
を
実
施
し
、
開
設
の

担
い
手
を
育
成
・
支
援
し
て
い

る
。
特
に
、
地
域
防
災
拠
点
に
お

け
る
地
下
タ
ン
ク
で
の
応
急
給
水

訓
練
は
、
平
成
27
年
度
は
実
施
率

約
90
％
の
と
こ
ろ
、
平
成
31
年
度

ま
で
に
実
施
率
１
０
０
％
と
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
下
タ
ン
ク
の
開
設
補

助
に
当
た
る
管
工
事
組
合
に
つ
い

て
も
、
水
道
局
の
要
請
に
基
づ
き

応
急
給
水
訓
練
へ
参
加
い
た
だ
く

よ
う
協
定
を
改
定
し
て
い
る
。

❸
災
害
時
給
水
所
の
認
知
度
向
上

　

災
害
時
に
市
民
が
円
滑
に
飲
料

水
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
市
民
に
災
害
時
給
水
所
の
具

体
的
な
場
所
や
開
設
時
期
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

事
前
に
災
害
時
給
水
所
の
場
所
を

確
認
し
、
自
宅
等
か
ら
遠
い
と
判

れ
ば
、
飲
料
水
の
備
蓄
を
増
や

す
、
ポ
リ
容
器
な
ど
給
水
容
器
を

用
意
し
た
上
で
そ
れ
ら
を
運
搬
し

や
す
い
よ
う
台
車
を
準
備
す
る

等
、
あ
ら
か
じ
め
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

一
方
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し

た
「
水
道
に
関
す
る
お
客
様
意
識

調
査
」（
概
ね
３
年
ご
と
に
実
施
）

で
は
、
災
害
時
給
水
所
の
具
体
的

な
場
所
を
知
っ
て
い
る
市
民
の
割

合
は
14
・
２
％
と
非
常
に
低
く

な
っ
て
い
る
（
図
３
）。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
災
害
時
給

水
所
を
確
認
で
き
る
よ
う
区
ご
と

の
災
害
時
給
水
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
水
道
局
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
は「
ス
イ
ス
イ
ま
っ
ぷ
」、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
無
料
ア
プ
リ

「
ロ
ケ
ス
マ
」
及
び
「
全
国
避
難
所

ガ
イ
ド
」
で
災
害
時
給
水
所
の
具

体
的
な
場
所
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ロ
ケ
ス
マ
に
つ
い
て
は
、
一

度
ア
プ
リ
の
マ
ッ
プ
を
開
け
ば
、
各

端
末
に
情
報
が
保
存
さ
れ
、
災
害

時
に
通
信
環
境
が
途
絶
し
て
も
災

害
時
給
水
所
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
市
民

約
１
２
，
０
０
０
人
の
投
票
に
よ

り
災
害
時
給
水
所
の
標
識
デ
ザ
イ

ン
（
図
４
）
を
決
定
し
、
平
成
28

年
度
中
に
は
全
て
の
地
下
タ
ン
ク

に
標
識
を
設
置
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

４

�

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
示
し
た
と
お
り
、
自

助
で
は
飲
料
水
を
全
く
備
蓄
し
て

い
な
い
割
合
が
増
加
し
、
共
助
で

は
災
害
時
給
水
所
の
認
知
度
が
低

い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

飲
料
水
の
備
蓄
を
促
進
し
、
災

害
時
給
水
所
の
認
知
度
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
と
も
に
市
民
の
意
識

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
丁
寧

に
啓
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

こ
の
点
、
応
急
給
水
訓
練
な
ど

で
は
、
給
水
容
器
に
水
を
満
た
し

て
水
の
重
み
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
自
宅
ま
で
の
運
搬
の
困
難
さ

も
体
感
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、
意
識
に
残

り
や
す
く
、
非
常
に
有
効
な
啓
発

と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
応
急
給

水
訓
練
を
は
じ
め
市
民
と
対
面
す

る
機
会
に
は
、
引
き
続
き
こ
う
し

た
工
夫
を
交
え
て
啓
発
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
対
面
で
啓
発
す
る
範
囲

は
限
ら
れ
る
た
め
、
広
報
よ
こ
は

ま
な
ど
の
広
報
媒
体
で
広
く
啓
発

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
既

に
水
道
局
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
は
、
水
の
運
搬
に
は
多
大
な
労

力
が
伴
う
こ
と
な
ど
を
記
載
し
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
に
限
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
広
報
の
機
会
を
捉
え
、

日
頃
か
ら
の
飲
料
水
備
蓄
や
災
害

時
給
水
所
の
場
所
を
確
認
す
る
こ

と
の
重
要
性
も
含
め
た
丁
寧
な
啓

発
を
し
て
い
き
た
い
。

図２　災害時給水所の概要図３　お客さま意識調査結果
（平成26年度）

図４　災害時給水所
　　　標識デザイン

施設等の名称 操作者 説明

災害用地下
給水タンク

地域の皆さま
・

管工事協同組合
（開設の補助）

平時は水道管の一部として機能し、震災時に水道
管の圧力が低下した場合に弁が閉まり、タンク内
に新鮮な水を確保（標準60㎥）。発災直後から利
用可能。（市内134基）

配水池 水道局職員
平時は水道水を貯めて家庭に送水する中継拠点。
災害時は発災初期から給水にも利用。（市内22か
所）

緊急給水栓
水道局職員

・
管工事協同組合

発災から概ね４日目以降、地震に強い水道管に臨
時の給水栓を設置して給水する施設。（市内358
基）

給水車
水道局職員

・
応援都市職員

・水道局が行う給水車での運搬給水は、主に医療
施設などを中心に実施。
・応援都市職員が行う運搬給水は、主に地域防災
拠点及び特別避難場所へ優先的に実施。

14.2% 

18.2% 
65.3%

 

2.2% 具体的な場所を 
知っている 

問 身近にある災害時給水所を知っていますか？ 

聞いたことはある

が、具体的な場所は

知らない 
知らない 

無回答
 




